
小久保議員の「市政執行方針について」のうち「今後の財

政見通しについて」のご質問からお答えいたします。 

歳入の大幅な増加が見込めない中、歳出は増加傾向にある

ことから、今後は決算段階においても多額の収支不足が見込

まれ、基金取り崩しへの依存が高まる大変厳しい財政運営が

続く見通しであります。財政の悪化をこれ以上進行させない

よう、これまで以上に事務事業の見直しや財源確保に努め、

持続可能な 財政運営に取り組んで参ります。 

次に「地域経済政策と雇用創出について」でありますが、

大規模 園芸施設の進出による雇用創出に大きな期待を寄せ

ており、引き続き、企業誘致や既存事業者への支援を通じて

安定した雇用の場を確保し、若者が戻ってくる環境づくりに 

取り組んで参ります。また、伊達商工会議所と連携し、高校

生向けの市内企業説明会を開催するなど、若者の地元定着や 

人材確保にも努めております。これらの施策により、一定程

度の 雇用や事業の定着、地域経済の活性化が見込まれるも

のと考えており、今後も、より効果的な施策の展開に努めて

参ります。 

次に「伊達武者まつりと郷土愛を育む「だて学」の取組に

ついて」のうち「第５０回 伊達武者まつりに 期待する成果

等について」でありますが、次回の 伊達武者まつりは第５

０回の節目を迎えるものであり、大変意義深い行事であると

認識しております。期待する成果といたしましては、市民の

融和と 連帯感の醸成、交流人口の拡大や地域経済への波及

効果、更に、まつりを契機として本市に関心を持っていただ

くことで、将来的な関係人口の創出につながることも期待し

ております。５１回目以降につきましては、歴史と伝統を大

切にしながらも、若い世代の積極的な参画を促進し、新たな

発想や工夫を取り入れることで、より多くの方々に親しまれ

る持続可能なイベントにしたいと考えております。 

次に 「だて学」に係るこれまでの取組の効果と新年度の抱



負について」ですが、これまでの「だて学」の取組を通して、

児童生徒が 本市独自の歴史・文化・産業等に直接触れ、地

域の方々との 関わりの中で 学ぶ機会が広がりました。その

結果として、地域への理解や関心が高まるとともに、自ら課

題を見いだし、考え、表現する力の育成にもつながっていく

ものと認識しております。新年度におきましても、だて歴史

文化ミュージアムや北黄金貝塚等を活用し、本市独自の歴

史・文化に触れる機会を通して、体験的・探究的な学びを一

層 充実させるとともに、学びの成果を地域へ発信する機会

を大切にしながら、地域の将来を担う人材「だて人」の育成

に努めて参ります。 

次に「郷土愛を育むための取組について」でありますが、 

「だて学」の取組として、これまで学校における授業のほか、 

社会教育事業として、親子向けの体験学習イベント等、本市

の歴史や先人の思いを伝えるための事業を実施しておりま

す。新年度におきましても、郷土の歴史や文化等への好奇心

を刺激するような 取組を更に進め、郷土愛の醸成を図って

参ります。 


